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被害対策 ポイントカラス の

－ 果樹園･畑での対策 －【ポイント１】

クズ果樹・クズ野菜の放置は厳禁！

｢消火活動」より、まず「防火活動」を！

■カラスを餌付けしていませんか？

、 。梨やスイカなどの作物自体が カラスを引き寄せています

ハシブトガラスクズ果樹・クズ野菜は ▲

◎「埋める」のがベスト！
○ つぶして早く腐らせる。
○ シートを被せる｡(見られない・食べられない)
× 放置する（→カラスを引き寄せる）

▲果樹園に放置

されたクズ梨

▲摘果後に放置されたスイカ

△穴を掘って埋設

■あなたの地域で、カラスの繁殖源となっている場所はありませんか？

管理不足の畜舎－ 農地以外の餌場での対策 －

カラスの増殖を助長している餌の供給を減らさないと、 ゴミ置場 ゴミ処分場

いくら捕獲しても追い払っても効果はあがりません。 キャンプ場 堆肥置場

餌になるものがカラスに食べられないよう、施設ごとに その他

カラスの侵入を防ぐ対策が欠かせません。



- 2 -

－ 果樹園･畑での対策 －【ポイント２】

追い払いは、カラスに常に警戒心を起こさせる工夫を！

、 、 。※ 多くの追い払い用具は 短期間で安全性を学習し 平気で加害するようになる

～ 鳥取市福部町の梨園での実例から ～□ 追い払い用具の効果は？

区 分 使用した追い払い用具等 効 果
音 声 ●爆音器 慣れを生じる → 効果なし

など視 覚 ●ビニール片･金属プレート･CD
●目玉模様
●かかし・マネキン 慣れを生じる → 効果なし
●カラスの模型・死体
●防鳥テープ

音声 ●模型打上げ装置 慣れを生じる → 効果なし
＋視覚
磁 力 ●磁石 → 効果なし
遮 断 ○テグス 最も効果あり

（多目的防災網、防鳥ネット）飛来妨害 ○ネット
攻撃的な ○人によるロケット花火の発射
追い払い ○自動ロケット花火発射装置 組み合わせ(併用)により効果あり

○エアガン
※ 単独の用具では慣れを生じる。

本物の銃による捕獲との相乗効果が大きい

捕 獲 ○銃による有害捕獲 追い払い、生息密度の低下に効果あり
○捕獲檻 による捕獲 生息密度の低下に効果あり(カラス箱ワナ)

〈県内で梨が被害を受ける時期〉 月中旬頃～収穫終了時期 （ 月上旬の被害が多い ）5 7。 。

□ 銃による有害捕獲・追い払い

※ 被害が起こる直前から被害期間に実施

銃による捕獲は 「本物の」威嚇効果がある、

→ 銃による捕獲を農地で時々行なうことで、
ロケット花火などの効果も持続しやすい。

→ 農地が、近づくと危険なエリアであること
をカラスに認識させる。

、●畜舎やゴミ置場等の周辺での銃による捕獲は
カラスを分散させる危険性がある。

▲ 銃を構えてカラスを狙うハンター
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－ 農地以外の餌場での対策 －【ポイント３】

捕獲檻は、農地には設置しないこと！
（ カラスを農地に引き寄せ、周辺の果樹などに被害が発生します ）。

→ 設置は、カラスの繁殖源となっている畜舎などの近辺に！

□捕獲檻によるカラスの捕獲
お り

▲捕獲されたカラス

（檻は、大きいほど捕獲しやすい ）▲カラス捕獲檻 。

◇ 設置場所の条件

① 日ごろからカラスが多く集まる場所であること。
② 上空を飛ぶカラスからよく見える場所であること。
③ 通常、人が檻の近くに立ち寄らない場所であること。
④ 檻の近くに止まり木やその代わりとなるような建物等があること。
⑤ 水が供給できる場所であること （小川・用水路があるとよい ）。 。

◇ エサの工夫

① クズ肉の塊などを毎日与える。一度に多く入れるより、頻繁に入れた方が効果的。

◇ 水

①「飲み水」→ 水浴びができる程度の大きさの容器があるとよい。
② 絶えずきれいな水を入れておくこと。

◇ おとりカラス

① 絶えず元気の良い「おとりカラス」を入れておくこと。

◇ 捕獲檻の維持管理

① エサは毎日やる。水も毎日交換する。
② 檻の中はなるべくきれいに掃除すること。

場所ごとに適した対策を、地域ぐるみで進めましょう！◎
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カラス被害対策の各ポイントおさらい

ポイント① カラスを引寄せない対策・・・餌付け行為の禁止

⇒落果、放任果樹、農作物残渣の処分

ポイント② カラスを侵入させない対策・・ネットやテグスによる飛来防止、

花火・モデルガンを用いた積極的な追払い

⇒馴れの生じにくい侵入防止策

ポイント③ 個体数を減らす対策・・・・・銃やワナによる追払いと捕獲

⇒地域にあった被害対策

地域ぐるみで対策にあたる

特に ◎テグスは見えにくい色（透明）のものをランダムに張る

⇒黄色は怖がる色ではなく、良く見える色

テグスは見えないものに引っかかることで警戒

◎捕獲檻の設置場所を選ぶ

⇒年中カラスの集まりやすい場所に設置

◎捕獲檻の維持管理を行う

⇒新鮮な餌と水

囮ガラスの利用（仲間が安心して餌を食べる姿を見せる）

捕獲檻の管理組合を設置

◎餌場を減らして捕獲檻での捕獲効率を上げる（被害対策の相乗効果）

⇒「カラスを引寄せない対策」や「カラスを侵入させない対策」を行うと、

カラスが捕獲檻に入りやすくなる。

◎カラスは 日間程度絶食すると死んでしまう3
⇒ 一番の方法餌を与えないことが数を減らす


